
公益社団法人 国際観光施設協会 
 
 

環境省地球環境局 
平成25年度節電・CO2削減のための 実践促進モデル事業 

温泉旅館の 
『エコ・小』活動の推進 

『エコ・小』とはホテル・旅館を快適性を損なうことなしに小さなエネル
ギーで運用し、生態系に掛かる負荷を減らすことを目指す活動。 
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温泉旅館の「エコ・小」活動の背景と目的 

温泉旅館の状況･･･バブル後に経営悪化 
１、団体旅行から個人旅行への変化して設備負荷が減る 
２、人件費圧縮で専任の設備管理担当者がいない 
３、設備運用の間違いとメンテナンス不足で効率が悪化 
４、エネルギー使用量を把握していない 

エコ・小活動 

１、温泉旅館のCO2排出量の実態を把握する 
２、小さなエネルギーで快適な環境を提供する 
３、「エコ・小」マニュアルを基に全国に活動を展開する 

 
温泉旅館は多量のエネルギーを浪費している。 
 

「ｴｺ・小」活動の目的 

 
「ｴｺ・小」活動の背景 
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緑の丸がエコ達人村の28軒、赤の丸がモデル旅館の9軒を示します。モデ
ル旅館は東日本に集中しています。 
ネルギー消費の運営を、日本情緒を保ちながらも、 

温泉旅館の「エコ・小」活動の位置図 
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事業の実施順序と内容 

            

1､候補旅館の
リストアップ  

 

2､モデル旅館
の決定 

 

3､過去の光熱
費データ収集 

 

4､ｽｹｼﾞｭｰﾙ決
定 

 

１、モデル旅館  
選定 

             

1､電力測定とｴｺ
ﾊﾟﾜｰﾒｰﾀｰ設置 

 

2､熱源廻り調査 

 

 

3､空調換気の調
査 

 

4､浴槽廻りの調
査 

 

 

 

２、事前調査    

 
 

1､「エコ・小」と設
備概要の説明 

 

2､現状のCO2排
出量の提示 

 

3､「ｴｺ・小」ﾒﾆｭｰ
の提案と決定 

 

4､「エコ・小」委員
会の組織造り 

 

３、「エコ・小」 
 ガイダンス 

             

1､ 「ｴｺ・小」メ
ニュー実施 

 

 

2､ 「ｴｺ・小」アン
ケートの実施 

 

3､データの集積
とまとめ 

 

4､分析作業 

 

４、「エコ・小」 
 実施・まとめ 

 



『エコ・小』活動の現地調査 
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９℃の湧水調査 
ｳｫｼｭﾚｯﾄの待機電力を手元 
スイッチでカット 

ファンコンベクターの設置状況
に問題がある 丸太ボイラーの運用 



『エコ・小』活動の打合せ会議 
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『エコ・小』活動のガイダンス 
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露天風呂の蓋の効果 
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蓋のない状態 ほっとシートで蓋をする 
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『エコ・小』ポスターとアンケート 

「エコ・小」活動で従業員・お客様を巻き込むために 
ポスターを掲示し、お客様アンケート調査を行った 



１、LED化、スイッチング、待機電力のカット、
ベース電力管理など 

２、ボイラー・冷温水発生機の効率が悪い運
用・・・自動交互で熱損出/メンテナンス不足 

代表的な「エコ・小」の問題点 
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３、中央式空調・ファンコイルで使わない空間・
時間を空調している。 断熱不足が目立つ。 

４、白湯での掛け流し・ 低温温泉の昇温掛け
流しで油を捨てている。 

５、搬送動力、循環ポンプ・・・常時稼働でﾍﾞｰｽ
電力増える 

６、お客が団体から個人に変化して負荷が
減ったのに過剰な設備容量で運転。 



客層が団体から少人数化することで負荷が減る 
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１、１００人定員は実質６０人定員になる。 40%減 
        10帖5人から3人として計算 

２、一日の負荷は1600人時から1260人時へ21%減 

３、入浴のピークは33人／時から15人／時へ55%減 

４、夕食人員のピークは50人／時から20人／時へ60%減 



改修前と断熱改修後の室内環境測定 
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改修前：普通ガラス＋ファンコイル 
       改修後：ペアガラス、断熱＋個別ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 



M-09での室内環境測定 

12 

改修前：普通 
ガラス＋ファンコイル 

改修後： 
ペアガラス、断熱＋ 
個別ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 

天井 

卓上 

床 



M-09での室内環境測定 
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ビフォー：普通 
ガラス＋ファンコイル 

アフター： 
ペアガラス＋ 
個別ヒートﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 

ｶﾞﾗｽ 

ｻｼｭ 

卓上 

外気温 



M-09での室内環境測定 
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ビフォー：普通 
ガラス＋ファンコイル 

アフター： 
ペアガラス＋ 
個別ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 

ｶﾞﾗｽ 

ｻｼｭ 

吹出し 

外気温 

外気温 

露天風呂外気温 

吹出し 



4月~12月の１人当たりCO2排出量対前年比較 
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M-01 電気+ｶﾞｽ+油1人当りCO2排出量 
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事業実施結果・・・CO2削減効果 

単位 M-01 M-02 M-03 M-04 M-05 M-06 M-07 M-08 M-09 合計

2012年CO2
排出量

トン-CO2 575.4 1,378.8 494.4 329.6 291.6 1,543.0 292.6 292.5 1,509.0 6,706.9

2013年CO2
排出量

トン-CO2 460.4 1,283.0 193.4 328.6 297.6 1,537.1 270.4 254.0 1,514.3 6,138.8

CO2削減量 トン-CO2 115.0 95.8 301.0 1.0 -6.0 5.9 22.2 38.5 -5.3 568.1

 

7月～12月半年間のモデル旅館9軒合計  
対前年比で５６８トン-CO2の削減（電気34%油65%） 

 

モデル旅館平均CO2削減率  
８．５％ （9軒） 

★ モデル旅館平均CO2削減率  
８．５％ （9軒） ★モデル旅館平均CO2削減率  ８．５％ （9軒） 

★Cランク以上のCO2削減率  １５．８％ （6件） 

★有効な取り組みが行われた旅館の 
           CO2削減率 ２７．５％ （5軒） 



一人当たりCO２排出量のランクを下げる 
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7月～12月の2年比較 一人当たりCO2排出量 

一人当たりCO2排出量のランク表 

温泉旅館の平均値 36kg 

温泉旅館の目安値 25kg 

1人当たりCO2排出量

kg-CO2／人

A

C

E
設備運営上重大な

問題がある
　　　　　５０～

kg-CO5／人

kg-CO3／人

kg-CO4／人

kg-CO6／人

kg-CO7／人

無駄があり削減
余地がある

３０～４０

D
設備運用に

問題があるあり
４０～５０

「エコ・小」の模範 ２０～２５

B まだ無駄がある ２５～３０

ランク 評価

S 「エコ・小」の達人  　　　～２０

M-01 M-02 M-03 M-04 M-05 M-06 M-07 M-08 M-09 平均

2012年 34 27 53 34 22 36 35 35 22 33

2013年 27 28 19 32 23 36 29 30 22 27

2012 C B E C A C C C A

2013 B B S C A C B B A

目標 A A S B S B B A S

一人当たり
CO2排出量

ランク

項目
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快適性を損なわない「エコ・小」の手法 

温泉中心の運用に切り替え
加温、加水を抑える 

気泡浴の常時動いているﾎﾟ
ﾝﾌﾟを人感ｾﾝｻｰで制御する 

露天風呂に蓋をしてCO2 
削減 

中央式空調から個別ﾋｰﾄﾎﾟ
ﾝﾌﾟに切り替える 

客室家電を省エネタイプに
切り替える 

「ｴｺ・小」担当者を決め快適
性とCO2削減につなげる。 

温泉の質が向上し、油由来
CO2が減少する。 

稼働時間が大幅に減り、CO2
と騒音が減る 

蓋をすることで表面温度を下
げ、気化熱を防ぐ 

快適性が向上し、CO2は減
少 

LED照明、ｽｲｯﾁ付冷蔵庫な
どで快適性とCO2削減を 

設備管理から「心地良さでお
もてなし」を目的の仕事。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 



全国 1億5百万泊のCO2排出量の削減ポテンシャル 
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観光庁 
宿泊旅行統計調査 平成24年度確定値 
  １、旅館数：２５１６０軒 
  ２、延べ宿泊数：１０５，８６４，６８０人 

 
全国の旅
館の現状 

 

宿泊客1人当たりCO2排出量  
 平均３６ｋｇ-CO2を２５ｋｇ-CO2に削減を目指すしよう 

１億５百万泊×（36－25）ｋｇｰCO2 
＝1,155,000トン 



地域『エコ・小』活動の今後の展開 
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モデル９旅館の計測を1年
間継続する 

モデル９旅館の「エコ・小」の
取り組みを前進させる 

温泉旅館の「エコ・小」設計
の基準づくり 

「エコ・小」推進活動の技術
マニュアルを普及させる 

「エコ・小」係の人材育成プ
ランを作り、人材育成 

全国「エコ・小」会議の組織
を造り、活動する 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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1人当りCO２排出量30ｋｇ超の
施設は「ｴｺ・小」効果が大きい 

温泉旅館の「ｴｺ・小」ﾒﾆｭｰが
分かってきた 

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾒｰﾀｰの普及が不十
分。設置すると大変有効 

「エコ・小」活動を推進する人
材不足が判明 

「エコ・小」活動を推進するイ
ンセンティブが必要 

旅館がCO2排出量を知り、こ
の活動を行う意義を知る 

有効な取り組みを進める融
資制度が欠かせない 

一定規模以上の施設には設
置の義務化が出来ないか 

「エコ・小」係の人材を育成し
て活動を継続させる 

環境省の認定制度でインセ
ンティブを与えられないか 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

モデル事業で得られた成果と普及への課題 

モデル事業で得られた成果 普及への課題 



『エコ・小』活動の総括 
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モデル９旅館でエネルギー運用実態とCO2排出実態を把握
し、「エコ・小」活動を推進することが出来た。 

様々な「エコ・小」の取り組みを通じ、快適性を損なわず、ま
た向上させるCO2排出量削減の手法が分かった。 

１ 

他の温泉旅館でも活用可能な「エコ・小」の手法を整理・確立
する道筋がひけた。 

温泉旅館のCO2削減ポテンシャルは非常に高く、「エコ・小」
活動を組織化して、CO2排出量を削減していくことが重要。 

２ 

４ 

３ 


